
宮医発第 180 号  

令和６年６月 24日  

 

 各都道府県医師会長 様 

 

    第 55回全国学校保健・学校医大会担当  

    公益社団法人 宮崎県医師会長 

              河 野 雅 行  

                 （公印省略） 

   

第 55回全国学校保健・学校医大会の事前参加登録及び宿泊申込について 

（ご案内） 

   

長雨の候 貴職におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、令和６年３月 18 日付、宮医発第 618 号にてお知らせいたしました標記大会

の事前参加登録等を下記のとおり開始いたしましたのでご案内いたします。 

つきましては、多くの皆様のご参加を得られますよう、開催内容及び本大会参加登

録・宿泊申込について、貴会会員等へのご周知に特段のご高配を賜りますようお願い

申し上げます。 

なお、大会前日に開催予定の会長招宴につきましては、後日ご案内いたします。 

 

記 

 

第 55回全国学校保健・学校医大会 

日  時  令和６年 11月９日（土）午前 10時～ 

会  場  シーガイアコンベンションセンター 

       〒880-8545 宮崎県宮崎市山崎町浜山（TEL：0985-21-1155） 

開催内容  開催要項案及び分科会演題一覧のとおり 

事前参加登録・宿泊申込 

第 55 回全国学校保健・学校医大会ホームページから直接お申込みください。事

前参加登録、宿泊申込の受付期間が異なりますのでご注意ください。 

 （１）事前参加登録 

受付期間 ６月 24日（月）～８月 30日（金） 

申込方法 https://school-health55.jp/jizen_sanka  
ホームページトップ ＞ メニュー「事前参加登録」 

 （２）宿泊申込 

受付期間 ６月 24日（月）～７月 31日（水） 

申込方法 https://school-health55.jp/shukuhaku  
ホームページトップ ＞ メニュー「宿泊・観光案内」 

 

 第 55回全国学校保健・学校医大会事務局 

宮崎県医師会担当（横山・田﨑・野尻） 

〒880-0023 宮崎市和知川原１-101 

TEL 0985-22-5118 / FAX 0985-27-6550 

E-mail: school55@miyazaki.med.or.jp 



 
 
 

テーマ:「 未来ある子ども達のために、いま学校医ができること 」 
 

日 時  令和６年 11月９日（土）午前 10時～ ※後日、オンデマンド配信予定

会 場  シーガイアコンベンションセンター（宮崎市山崎町浜山 TEL0985-21-1155） 

主 催  日本医師会 

担 当  宮崎県医師会 

参加者  日本医師会会員及び学校保健に関係のある専門職の者 

参加費  20,000円（懇親会費含む） ※懇親会に参加される同伴者は 5,000円  

 

9：00 【受 付】               ４階 ホワイエ 

10：00 

 

 

 

 

 

【分科会】    

第１分科会「からだ・こころ（１）」   ４階 蘭玉 

第２分科会「からだ・こころ（２）」   ３階 海峰 

第３分科会「からだ・こころ（３）」   ３階 瑞洋 

第４分科会「耳鼻咽喉科」        ２階 オーチャード 

第５分科会「眼 科」          ２階 ジブラルタル 

12：00 

 

【昼 食】               （各分科会会場） 

【都道府県医師会連絡会議】       ２階 ファウンテン 

13：00 

 

【開会式・表彰式】           ４階 サミットホール 

【次期担当医師会長挨拶】 

14：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16：10 

大会参加者には書籍『学校医のすすめ ～そうだったのか学校医』を無料配布。 

【シンポジウム】            ４階 サミットホール 

テーマ「学校医の魅力、やりがいとは何か ～現状と課題を踏まえて～」 

座長：宮崎県医師会副会長             小 牧   斎 

    宮崎県医師会常任理事            髙 木 純 一 

■基調講演（50分） 

演題：「日本医師会作成『学校医のすすめ ～そうだったのか学校医』 

発刊にあたって 」 

講師：日本医師会学校保健委員会（令和 4・5年度）副委員長 

／日本学校保健会専務理事          弓 倉   整 氏 

■シンポジウム（各 15分） 

①「小児科医の立場から」 

医療法人社団児玉小児科 院長         児 玉 隆 志 氏 

②「耳鼻咽喉科医の立場から」 

医療法人社団松浦みみ・はな・のどクリニック 

院長                         松 浦 宏 司  氏 

③「眼科医の立場から」 

医療法人おざきメディカルアソシエイツ 

尾﨑眼科延岡 院長              石 井 紗 綾 氏 

④「養護教諭の立場から」 

宮崎県教育庁スポーツ振興課 健康教育担当副主幹 

(養護教諭)                  那 須 さおり  氏 

■ディスカッション（20分） 

16：15 

 

 

 

【特別講演】              ４階 サミットホール 

演題「夢を夢で終わらせない競泳人生」 

講師：元オリンピック競泳日本代表コーチ      久 世 由美子 氏 

座長：宮崎県医師会会長              河 野 雅 行 

17：30 【閉 会】               ４階 サミットホール 

18：30 

 

 

20：30 

【懇親会】               ４階 サミットホール 

【アトラクション】 

カウンターテナー歌手・声楽家 

映画「もののけ姫」の主題歌歌手          米 良 美 一 氏 

令和６年度 第 55回全国学校保健・学校医大会 

開催要項（2024年６月案） 



分科会演題一覧 
※演題名・発表者・発表順は変更になる場合がありますので、予めご了承願います。 

 

第１分科会「からだ・こころ（１）」 

 演 題 名 発 表 者 

１ 
スマホ障害減少と学習効率向上のために、授業前の 2分間体操を拡げよ

う 
岩 手 県  鈴 木 武 敏 

２ 病児保育施設を利用した学童例の後方視的検討 宮 崎 県  畠 中 道 己 

３ 東京都内の学校における健康教育の実態調査 東 京 都  弘 瀨 知江子 

４ 中学校へ HPVワクチンの正しい情報を伝える取り組み 宮 崎 県  川 越 靖 之 

５ 小中学生、ＰＴＡに対する健康保健教育講演を引き受けて 岩 手 県  山 口 淑 子 

６ 
慢性疾患を持つ子ども達のために学校医が協力できること（川崎市医師

会学校医部会・川崎市教育委員会合同調査） 
神奈川県 佐々木 明 徳 

７ 低出生体重（2500ｇ未満）が児童生徒の肥満度に及ぼす影響 福 岡 県  石 川 司 朗 

８ 県内統一した小児健康管理システムの現状と今後の方向性について 徳 島 県  田 山 正 伸 

９ 集団方式による就学時健康診断の導入 三 重 県  稲 持 英 樹 

10 ブラジル人学校における学校健診の経験と問題点 愛 知 県  長 嶋 正 實 

 

第２分科会「からだ・こころ（２）」 

 演 題 名 発 表 者 

１ 
児童生徒の心のケア・大阪府医師会の取組み（学校実態調査から連携を

考える） 
大 阪 府  森 口 久 子 

２ 
不登校予防的支援「思春期のこころの学校健診」学校医による身体症状・

生活リズムへの早期介入効果と診療連携システム 
和歌山県 土生川 千 珠 

３ 
中高生の自殺念慮・自傷・自殺行動の調査－公立中学校生・全日制高校

生・定時制高校生（日本籍・外国籍）の割合の比較－ 
三 重 県  梅 本 正 和 

４ 
学校現場におけるアレルギー疾患の診断、管理および保護者の認識に関

する全県調査～都道府県アレルギー疾患医療拠点病院による調査～ 
岐 阜 県  川 本 典 生 

５ 
奈良県下の学校・園における食物アレルギー症状出現時のシミュレーシ

ョン研修 
奈 良 県  南 部 光 彦 

６ 
安佐コホートスタディにおける安佐地区小学 6年生の新型コロナウイル

ス S・N抗体の測定と健康調査票による感染状況の検討 
広 島 県  杉 野 禮 俊 

７ 
COVID-19 パンデミック後の自律神経機能の変化－学校心臓検診におけ

る 12誘導心電図の解析－ 
宮 崎 県  兒 玉 祥 彦 

８ 水戸市における中学生のピロリ検診 茨 城 県  齋 藤 洋 子 

９ 検尿判定委員会の働きかけにより受診・治療につながった糖尿病の１例 岐 阜 県  松 隈 英 治 

10 
福岡市における学校腎臓検診異常判定基準のアルゴリズム化と判定作

業の自動化 
福 岡 県  郭   義 胤 

11 
九州学校腎臓病検診マニュアル第 5版における超音波検査の啓発につい

て 
佐 賀 県 大 塚 泰 史 

  



 

第３分科会「からだ・こころ（３）」 

 演 題 名 発 表 者 

１ 
福岡県医師会における成長曲線・肥満度曲線の活用促進に関する取り組

み 
福 岡 県 稲 光   毅 

２ 
学校健診での成長曲線活用の現状とこれから：九州・沖縄地区における

活用推進の取り組み 
福 岡 県 山 本 幸 代 

３ 
埼玉県における学校尿糖スクリーニングにおける尿糖陽性者への対応

および状況把握等についての調査報告 
埼 玉 県 菊 池   透 

４ 2014年度～2023 年度の学校検尿で新規に発症した糖尿病例について 広 島 県 神 野 和 彦 

５ 
学校検尿によって新規に診断される小児糖尿病の現状と推移：九州沖縄

地区での検討 
福 岡 県 山 本 幸 代 

６ 鹿児島市学校糖尿検診緊急対応システムの検討 鹿児島県 溝 田 美智代 

７ 沖縄県の運動器検診の現状と課題について 沖 縄 県 神 谷 武 志 

８ 福岡県における運動器検診の現状と課題 福 岡 県 大 橋 輝 明 

９ 埼玉県における運動器検診のアンケート調査について 埼 玉 県 今 村 惠一郎 

10 宮崎大学における側弯症診療状況（外来受診動機と治療状況） 宮 崎 県 永 井 琢 哉 

11 運動器検診（側弯症検診）の是非を問う～呼吸器検診医の立場から～ 山 形 県 八 鍬   直 

 

第４分科会「耳鼻咽喉科」 

 演 題 名 発 表 者 

１ 東京における耳鼻咽喉科学校医の現状と問題点の抽出 東 京 都 市 川 菊 乃 

２ 兵庫県における耳鼻咽喉科学校医派遣事業について 兵 庫 県 中 川 伸 一 

３ 宮崎県における耳鼻咽喉科健診の現状と問題点について 宮 崎 県 竹 尾 輝 久 

４ 初めての大阪府立高校耳鼻咽喉科学校健診―担当医師の意識調査結果 大 阪 府 坂   哲 郎 

５ 沖縄県における耳鼻咽喉科学校健診の現状・大きな問題点・今後 沖 縄 県 真栄城 徳 秀 

６ 
札幌市小中学校の耳鼻咽喉科健診結果の検討―コロナ禍の 2021 年～

2022年の健診結果について― 

 

北 海 道 高 木 摂 夫 

７ 新潟県における耳鼻咽喉科学校保健の歩みと今後の課題 新 潟 県 大 滝   一 

８ 教育委員会と耳鼻咽喉科医師・言語聴覚士との連携について 神奈川県 寺 﨑 雅 子 

９ 
徳島県における認定学校医研修会の役割～医師会と教育委員会の連携

と養護教諭参加型健康教育の取り組みについて 
徳 島 県 島 田 亜 紀 

10 オンラインを利用した健康教育の試み 福 岡 県 矢 武 克 之 

11 就学時健診を契機に精密聴覚検査を実施した症例の検討 宮 崎 県 白 根 美 帆 

12 学校健診で指摘された機能性構音障害に関する報告 東 京 都 木 村 美和子 



 

第５分科会「眼科」 

 演 題 名 発 表 者 

１ 流行性角結膜炎と細菌性結膜炎の合併例 神奈川県 坂 本 則 敏 

２ 2023年の流行性角結膜炎の発生動向について 大 阪 府 宮 浦   徹 

３ 江戸川区におけるコロナ禍以降の小中学生の裸眼視力の推移 東 京 都 田 中   寧 

４ 
～「ノンメディアチャレンジ」に寄せて～生涯保健を祈念する眼科校医

からのメッセージ 
神奈川県 鈴 木 高 遠 

５ 
「6 月 10日『こどもの目の日』制定記念 こどもの目の日 お楽しみ会

＆講演会」の報告 
島 根 県 三 宅 賢一郎 

６ 
黒板の上に掲示した単独視標による授業終了毎の視力チェックのすす

め 
岩 手 県 鈴 木 武 敏 

７ 
神奈川県藤沢市 3歳半検診スポットビジョンスクリーナー（SVS）実施報

告 
神奈川県 河 野 智英子 

８ 
秋田県の各地方自治体におけるスポットビジョンスクリーナーの使用

状況と問題点に対するアンケート調査 
秋 田 県 浜 野 浩 司 

９ 
近視児童の早期発見早期治療の為に（簡易視力測定アプリ；アイミルン

を利用して） 
千 葉 県 原 田 勇一郎 

10 側脳室周囲白質脳症に伴う視覚障害 宮 崎 県 中 馬 秀 樹 

 



第 55回全国学校保健・学校医大会に関するお知らせ・注意事項 
 

 

 

 

 開催形式と事前参加登録について                                    
 

・本大会は現地開催いたします。参加登録は、昼食・懇親会・記念品等の準備の都合上、原則

事前参加登録とさせていただきます。大会ホームページから締切日までに参加登録をお願

いいたします。事前参加登録と宿泊申込の締切日が異なります のでご注意ください。 

・複数人の参加費をまとめてお支払いされる場合は参加登録も一括して行ってください。一

度参加登録が完了すると、追加登録分は別登録・別支払いとなりますのでご注意ください。 

【事前参加登録締切日】令和６年８月 30日（金） 
 

 参加費について                                                
 

・大会参加費は 20,000円で、現地参加（懇親会費含む）及びオンデマンド視聴の費用が含ま

れます。現地参加が出来ずオンデマンド視聴のみの場合でも同じ参加費が必要です。 

・懇親会のみ参加される同伴者の懇親会参加費は 5,000 円です。昼食・大会誌・記念品等は

ありません。大会に参加される同伴者には参加費 20,000円を申し受けます。 

・参加費のお支払方法は、クレジットカード決済または銀行振込です。クレジットカード決

済の場合は即時決済となります。銀行振込は締切日までにお支払いください。システム上、

参加登録ごとに振込先（口座番号）が異なりますので、必ずご確認の上お振込みください。 

【銀行振込締切日】令和６年９月６日（金） 

・オンデマンド視聴が可能であること等から、入金された参加費は大会中止の場合を除き返

金できません ので予めご了承ください。参加者の重複登録・入金等にはご注意ください。 

・参加費と宿泊代金の支払手順や振込先、問合せ先等が異なります のでご注意ください。 
 

 大会終了後のオンデマンド配信について                                
 

・大会終了後の一定期間、各プログラム動画をオンデマンド配信いたします。配信・視聴に

関する詳細は、準備が整い次第、参加申込者様宛にメールにてお知らせいたします。 
 

 懇親会について                                               
 

・懇親会費は参加費に含まれておりますが、食品ロス削減のため、正確な出欠回答にご協力

ください。 
 

 大会誌・ネームカード等について                                    
 

・大会誌（抄録）、ネームカード、記念品等は、大会当日、受付にてお渡しいたします。 
 

 宿泊について                                                 
 

・大会開催にあたり宿泊プランをご用意しております。大会ホームページから締切日までに

お申込みください。宿泊申込と事前参加登録の締切日が異なります のでご注意ください。 

【宿泊申込締切日】令和６年７月 31日（水） 

・確保している部屋数には限りがありますので、宿泊者確定前の仮申込み、大幅なキャンセ

ル等はご遠慮ください。 

・宿泊代金と参加費の支払手順や振込先、問合せ先等が異なります のでご注意ください。 

・宿泊取消料についてはホームページをご確認ください。 
 

 お問合せ先                                                
 

◯大会全般・開催内容について 

【大会事務局】 宮崎県医師会 

〒880-0023 

宮崎市和知川原 1丁目 101番地 

TEL：0985-22-5118 FAX：0985-27-6550 

E-mail：school55@miyazaki.med.or.jp 

◯参加・宿泊申込、システム運営について 

【運営事務局】 有限会社 旅工房 

〒880-0021 

宮崎市清水 1丁目９番地 28ひめのビル 1F 

TEL：0985-31-5065 FAX：0985-31-5064 

E-mail：school_health55@school-health55.jp 

第 55回全国学校保健・学校医大会ホームページ 
https://school-health55.jp/ 


